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バーチャルウォークで 

聖火を新国立競技場へ-15 

平野 武宏 

ＦＷＡホームページの「ＹＲ・四季の道」バーチャルウォーク コーナ 

ーに八柳修之さんのバーチャルウォーク（国内版） 歩いて健康バーチ 

ャルウォークのすすめ「沖縄から新国立競技場まで東京オリンピック 

2020の聖火コース（仮想）1685ｋｍを 2020 年 7 月までに歩いてみませ 

んか」が掲載されました。 

かっては平野寅次郎の名で映画の寅さんのように全国のウォーキング 

大会を歩き、世界最大のウォーキング大会 オランダ国際フォーデーズ 

マーチ（4 日間で 120ｋｍ）を完歩しましたが、2018年１月に坐骨神経 

痛を発症し、足の痛みで自由に歩けなくなりました。治療やリハビリを 

重ね、現在は 8～10ｋｍ程度の散歩まで可能に回復しましたが、歩けな 

い時は例会にも参加出来ず、悶々としていました。こんな時の光明が 

このバーチャルウォークの提案でした。バーチャルウォークはリハビリ 

の散歩の距離を累計しバーチャルコースのゴールに向かう、すごろくの

ようなもので「ゴールするまでは健康でいなければ」との目標を持つ、

前向きな気持ちにさせる取り組みです。 

先の長いゴールまで歩けるかの不安もありますが、その時は駕籠に乗っ 

て（ウォーキングの隠語で交通機関を利用）聖火を新国立競技場へ届け 

ようと気楽に考えました。歩く地域について学びながら思いを巡らすの 

も楽しいですよ。寅次郎は歩きながら、昔、ウォーキングで訪れて通過 

した県の思い出や、映画「男はつらいよ」で寅さんが通過した県でマド 

ンナと、どんな恋をしていたのかをお話ししたいと思います。 

2018年（平成 30年）10月 1日沖縄県辺戸岬をスタートした聖火は鹿児 

島県、宮崎県、大分県、福岡県、山口県、広島県、岡山県、兵庫県、 

大阪府、京都府、滋賀県、三重県、愛知県を経て静岡県に入っています。 

2019年（令和元年）10月 5日現在、スタートから 1400ｋｍ地点に到着し 

ました。 

 

寅次郎は工場への転勤で 1976年(昭和 51年)から 3年間富士宮市に住む

静岡県民でした。ゴルフ場に囲まれて、ここに住むとゴルフが上達す

ると言われましたが、子供がまだ小さかったので休日は車で家族サー



ビスに明け暮れ、ゴルフをやっている暇はありませんでした。 

北に行けば朝霧高原、白糸の滝、田貫湖、本栖湖、夏は避暑で富士山 

新五合目やフェリーで西伊豆、秋には山梨へぶどう狩りなどフルーツ

が一杯、洒落たショッピングは静岡市のデパートや沼津市の魚市場な

どに車で行きました。 

 [静岡県掛川市～静岡県静岡市]   1430Ｋｍ～1470Ｋｍ 

 

 

 

 

 

 

  

 写真上左は広重の東海道五十三次の浮世絵 掛川宿、写真上右は駿河

湾から見た富士山です。  

 

 映画の寅さんはこの地に 2回訪れています。 

1978年（昭和 53年）12月公開の 第 22作「男はつらいよ  

噂の寅次郎」で大井川鉄道に乗っています。 

大井川の蓬莱橋（写真下）で擦れちがった雲水と寅さん 

のやり取りが絶妙で大好きです。 

雲水「誠に失礼とは存じますが、あなたのお顔に女難 

の相が出ております。お気を付けなされよ」 

寅さん「わかっております。物心つくこの方そのこと 

に苦しみ抜いております」 

 

                  その後、木曽路のバス 

                  の中でさくらの夫博の父親に 

遭遇。「今昔物語」の無常の 

話（美人も死ねば醜い骸骨に） 

を聞き、柴又に帰ります。 

とらやでは求人で応募に来た 

色っぽい美人の荒川早苗（大原 

麗子）がいて、すぐに旅へ出ると言う寅さん仮病でとらやに居つい 

てしまいます。離婚した早苗から「寅さん好き」と言われ、舞いあ 

がる寅さんですが、小樽にいる従兄弟が早苗を好きと知り、身を引 

きます。 



旅先の駅でまた雲水と出会い、寅さんと同じように全国を歩き回る

修行僧の雲水の存在がこの作品をまとめていると感じました。 

 

  1981年（昭和 56年）12月公開の第 28作「男はつらいよ 

  寅次郎紙風船」で焼津に登場しています。 

  柴又に戻り、小学校の同窓会に出て嫌な思いをした 

寅さん、また旅に出て久留米の宿で相部屋になった 

風変りの娘 愛子（岸本加代子）と知り合います。 

家出娘らしいが、寅さんの商売の「客向けのサクラ役」 

をこなし二人旅が始まります。商売先で仲間の女房の  

光枝（音無美紀子）に会い、病気と知り見舞いに行きます。 

病床の仲間から「自分に万一のことがあれば女房を頼む」 

と言われます。仲間の余命わずかと知り、柴又に戻り、 

堅気の仕事へと就活を始める寅さんです。愛子が柴又に 

来て、とらやに滞在します。焼津のマグロ船に乗っている 

愛子の兄がマグロ 1本を土産に持って、とらやに来ます。自分が船 

に乗って家を長く空けるので愛子は寂しさからフーテンになった 

と聞かされます。 

  光枝が「夫が死んだ」と形見を持って柴又へ。寅さんに本心を確認 

しますが、はぐらかして本心を言わない寅さんでした。就職して 

光枝との結婚を真剣に考えていた寅さんですが・・ 失意の旅に出 

る矢先の寅さんに不採用通知が届き「とんだ三枚目だ」と苦笑。 

雪駄をはきネクタイ姿で就活する寅さんが空しく、気の毒さが残り 

ます。旅の途中で焼津の愛子を訪ね、カツオ漁に出港する兄を一緒 

に見送ります。「人の別れとは・・」を感じさせる作品です。 

 

1470Ｋｍ地点（静岡市）に到着したら、次のコースを紹介します。 

途中経過は「寅さん歩」の中でお知らせします。 

 

次回は 官公庁の食堂めぐりー江戸川区役所 です。 

 

平野 寅次郎 拝 


